
【主催】 広島大学教育ヴィジョン研究センター（EVRI）

教育ヴィジョン研究センター定例オンラインセミナー講演会 No.157

2024

2.24 10:00-11:30

オンライン会議 Zoomを使用します

（土）

教育ヴィジョン研究センター（EVRI）

https://evri.hiroshima-u.ac.jp/27822

左のQRコード等からお申し込みいただけます

お申し込み後にオンライン会議に必要な情報をご連絡いたします

免許外教科担任制度や特別免許状の授与等によって，日本における教員免許の

地位は昨今大きく揺らいでいる。一方，この状況下で，数学×社会や国語×音楽

のように，複数の教科で教員免許を取得する者も存在する。

彼らは，なぜそのような選択をしたのか。そして，免許を取るための過程で何

を学んだのか。4名の取得者を事例に，教科教育の実践者を育てるための方略に

ついて検討する。

10:00-10:05：趣旨説明

吉田純太郎（広島大学大学院・院生／日本学術振興会特別研究員）

10:05-10:45：研究報告

嶋田亘佑（広島大学大学院・院生）

武島千明（広島大学大学院・院生）

吉田純太郎（広島大学大学院・院生／日本学術振興会特別研究員）

10:45-11:15：指定討論

大坂遊（周南公立大学）

詫間千晴（岡山大学）

11:15-11:25：質疑応答

11:25-11:30：まとめ

複数教科の教員免許を

取得することの意味を考える


